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広
報

特別定額給付金（10万円）について、振り込み前に市から通知等はありません。
また、電話で口座を確認することもありませんので、給付金詐欺には十分注意くだ
さい。振り込みは、申請書に記入した口座を記帳して確認ください。通常、申請書
を受理してから 2週間程度で振り込みます。

特別定額給付金事業推進室特別定額給付金事業推進室からのからのお知らせお知らせ特別定額給付金事業推進室特別定額給付金事業推進室からのからのお知らせお知らせ

４月以降、市内で火災が多発。尊い命も失わ
れています。あなたや家族を守るため、火の
取り扱いには十分注意しましょう。

「火「火のの用心」用心」のの徹底徹底をを !!「火「火のの用心」用心」のの徹底徹底をを !!



ＩＮＤＥＸ

コロナ禍への対応として、都城地区建設業協会と本
市が雇用に関する連携協定を締結。会長は、「社会的
使命を果たしたい」と力を込めていました。

地域の雇用を支えます！

飲食店応援プロジェクトに参加している店舗代表
者に飲食店応援プロジェクトのぼり交付を 5月 8日、
市長室で行いました。

飲食店を応援します！

売り先をなくした地場産品などを集め、復興支援を
イメージさせる「みやこのじょう！　復袋」として、
市公式オンラインショップで販売を始めました。

「復袋」販売で事業者支援！

02	 コロナ禍に負けない！
03	 特　集
	 都城の元気を徹底紹介！シリーズⅠ
08	 若者の地元就職を全力で応援
10	 市民税・県民税（住民税）の主な改正内容
12	 知ってください、国保のこと。
13	 ６月23日㈫～29日㈪は「男女共同参画週間」
14	 高齢者クラブで生きがいづくり
15	 グループホームを紹介します
16	 都城運動公園野球場がリニューアル！
17	 まだ身近にあるアスベスト。問題が生じる前に、
	 しっかりとした対策を！
18	 INFORMATION（市からのお知らせ）／
	 マイナンバーの通知カードが廃止になりました／
	 ルールを守って、ペットと豊かに暮らす
22	 災害時に支援が必要な人の名簿を作成しています／
	 買い物支援カーが買い物の機会と笑顔を届けます
23	 がん検診を受けよう！／今月のお便り
24	 学校へ行こう！／今月のプレゼント
25	 国際交流員のひとりごと／美術館情報／
	 ぼんちくんと歴史探訪／都城島津伝承館だより
26	 行こうよ！　まるまる！／図書館だより
27	 選挙に行こう！／移住・定住サポートセンター／NPO
	 番組紹介／現住人口／編集後記
28	 新型コロナウイルス感染を防ごう！

今月の表紙
人命救助活動のエキスパート！
　市消防局で５月13日、
ロープブリッジ渡過や応急
はしご救助訓練などが行わ
れ、第一中隊特別救助隊が
本番さながらの雰囲気で汗
を流しました。また、新し
く導入された救助工作車の
操作訓練も実施。いつなん
どきでも現場に急行できる
よう、態勢を確認しました。

取材で会った、笑顔
感染拡大の終息を願って
　新型コロナウイルス感染
拡大の影響で、多くのイベ
ントが中止になりました。
拡大が終息し、市民や観光
客の皆さんに会えることを
楽しみに今は耐えていま
す。一方で、関之尾滝周辺
は新緑のまぶしい季節。終
息後、ぜひ、新緑を楽しん
でもらいたいです。

イベントコーディネーター
花堂 るみさん

（都城観光協会）
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都城都城のの元気元気をを徹底紹介徹底紹介!!躍進躍進するする都城！都城！

シリーズⅠ都城の元気を徹底紹介

H18 H20 H22 H24 H26 H28

H18＝1.0

国＝1.019

1.048（H24）

県＝1.074

1.10

1.05

1.00 末
に
は
１
９
０
億
円
ま
で
縮
減
を
見
込
ん

で
い
て
、
着
実
な
財
政
健
全
化
を
進
め
な

が
ら
、「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
自
治
体
経

営
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
自
治
体
経
営

財
政
状
況
に
つ
い
て
見
る
と
、
市
の
自

主
財
源
比
率
は
、
平
成
30
年
度
決
算
ベ
ー

ス
で
50
・
4
㌫
。
県
内
ト
ッ
プ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
残
高
の

実
質
負
担
額
は
、
合
併
直
後
の
平
成
17
年

度
末
の
４
０
４
億
円
か
ら
、
令
和
２
年
度

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
長
率

本
市
の
平
成
24
年
度
～
28
年
度（
最
新
）

の
経
済
成
長
率
は
、
11
・
2
㌫
と
な
っ
て

い
て
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

ま
た
、
経
済
規
模
は
、
平
成
24
年
度
の

５
、９
４
０
億
円
か
ら
、平
成
28
年
度
は
６
、

５
７
０
億
円
に
ま
で
急
拡
大
。
6
3
0
億

円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本市本市のの経済成長率経済成長率＝＝11.211.2%%
（H24 ～ H28）（H24 ～ H28）

H28：1.160経済規模経済規模
630630億円億円
に急拡大に急拡大！！

本市は、本市が持つ「３つの宝」である「農林畜産業」「地の利」「次世代を担う子どもたち」をより一層輝か
せるとともに、子ども・子育て支援の拡充や市民の健康増進などの重要施策、市民サービスの更なる向上、「肉
と焼酎のふるさと・都城」の対外的な PR を推進する事業に取り組み、大きく発展してきています。今月から３
回シリーズで、これらの取り組みと、その成果について紹介します。　◎問い合わせ　秘書広報課　☎ 23-3174

※合併当初と比較
　すると16%成長

Miyakonojo City Public Relations 2020.63



令
和
３
年
度
ま
で
に
８
割
開
通
予
定

市
で
は
、
早
期
全
線
開
通
に
向
け
て
、

都
城
志
布
志
道
路
整
備
・
活
用
促
進
大
会

の
開
催
や
、
国
や
県
へ
の
要
望
活
動
な
ど
、

曽
於
市
・
志
布
志
市
や
都
城
志
布
志
道
路

早
期
完
成
促
進
民
間
協
議
会
な
ど
と
と
も

に
、「
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
」

を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
令
和
２

年
度
の
国
直
轄
予
算
は
、
平
成
25
年
度
と

比
べ
約
12
倍
の
58
億
円
と
過
去
最
高
額
。

ま
た
、
国
と
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
全
体
の

予
算
総
額
は
94
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
、
令
和
３
年
度
ま
で
に
全

体
の
８
割
が
開
通
す
る
予
定
で
す
。

志布志港

都城市
都城ＩＣ

有明北ＩＣ

松山ＩＣ

末吉ＩＣ
県境

梅北ＩＣ

金御岳ＩＣ

今町ＩＣ
五十町ＩＣ

乙房ＩＣ（仮称）

有明東ＩＣ
伊﨑田ＩＣ

志布志ＩＣ（仮称）

曽於市

三股町

志布志市

東
九 州

自動
車
道

10

10

221

223

222

269

269

220

平塚ＩＣ

山之口SA
スマートIC

横市ＩＣ

宮
崎
自
動
車
道

高木ＩＣ（仮称）
都北ＩＣ（仮称）

令和 3年度末　8割開通予定
乙房 IC（仮称）～志布志 IC（仮称）までが開通予定

都城志布志道路　事業進捗が急加速！

乙房IC（仮称）－横市IC
R3年度開通予定

金御岳IC－末吉IC
R2年度開通予定

有明東IC－志布志IC（仮称）
R2年度開通予定

ア
ク
セ
ス
性
に
富
ん
だ
南
九
州
圏
域
の
物
流
拠
点

ア
ク
セ
ス
性
に
富
ん
だ
南
九
州
圏
域
の
物
流
拠
点

「
地
の
利
」
拡
大

「
地
の
利
」
拡
大
の
取
り
組
み

の
取
り
組
み

市
で
は
、本
市
の
「
地
の
利
」
を
生
か
し
、都
城
志
布
志
道
路
や
山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、

市
で
は
、本
市
の
「
地
の
利
」
を
生
か
し
、都
城
志
布
志
道
路
や
山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、

基
幹
道
路
の
整
備
な
ど
と
と
も
に
、
企
業
立
地
に
よ
る
新
た
な
雇
用
の
創
出
や
、
地
域
医

基
幹
道
路
の
整
備
な
ど
と
と
も
に
、
企
業
立
地
に
よ
る
新
た
な
雇
用
の
創
出
や
、
地
域
医

療
の
拠
点
整
備
な
ど
、
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た

療
の
拠
点
整
備
な
ど
、
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

都城志布志道路　国直轄予算が大幅に増加！

約12倍

H25 H27 H29 R元 R2

58億円

5億円

さらに、宮崎・鹿児島
両県を合わせると

令和2年度
全体予算

94億円

都
城
の「
地
の
利
」

本
市
は
、
宮
崎
市
と
鹿
児
島
市
の
間
に

位
置
し
、
陸
・
海
・
空
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

性
に
富
ん
だ
南
九
州
圏
域
の
「
物
流
拠
点

都
市
」
で
す
。

九
州
縦
貫
自
動
車
道
や
国
道
、
主
要
地

方
道
が
整
備
さ
れ
、
宮
崎
空
港
と
鹿
児
島

空
港
へ
は
、
車
で
約
１
時
間
と
い
う
好
ア

ク
セ
ス
を
誇
り
ま
す
。
ま
た
、
圏
域
に
は
、

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
で
あ
る
志
布
志
港

が
あ
り
ま
す
。

「
地
の
利
」を
さ
ら
に
高
め
る
、

都
城
志
布
志
道
路
の
役
割

都
城
志
布
志
道
路
は
、
本
市
を
起
点
に

鹿
児
島
県
曽
於
市
を
経
由
し
志
布
志
市
に

至
る
、
総
延
長
約
44
㌔
の
自
動
車
専
用
道

路
で
す
。

本
道
路
は
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
宮
崎

線
や
、
東
九
州
自
動
車
道
と
接
続
す
る
こ

と
で
広
域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
。

本
市
を
中
心
と
す
る
南
九
州
圏
域
の
発
展

を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
防
災
の
道
」「
経
済
の
道
」「
医

療
の
道
」
と
し
て
の
機
能
強
化
に
大
き
く

資
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
て
、
圏
域
の

「
命
」
と
「
暮
ら
し
」
を
守
る
重
要
な
役

割
を
有
し
て
い
ま
す
。

開通区間
整備区間
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「
地
の
利
」を
高
め
、

地
域
医
療
拠
点
の
役
割
を
高
度
化

本
市
と
三
股
町
、
都
城
市
北
諸
県
郡
医

師
会
が
共
同
し
て
整
備
を
進
め
た
、
都
城

市
郡
医
師
会
病
院
が
平
成
27
年
４
月
、
都

城
Ｉ
Ｃ
付
近
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。

移
転
に
伴
い
、
よ
り
高
度
な
医
療
体
制

を
整
備
し
た
ほ
か
、
宮
崎
大
学
医
学
部
附

属
病
院
や
県
立
宮
崎
病
院
へ
の
重
篤
患
者

の
搬
送
時
間
が
大
幅
に
短
縮
。

さ
ら
に
は
、
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
、

市
が
運
営
す
る
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
に
よ
り
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
体

制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

線
道
路
な
ど
基
幹
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

も
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

【
主
な
基
幹
道
路
な
ど
】

・�

鷹
尾
上
長
飯
通
線
（
平
成
31
年
３
月
開

通
）

・
甲
斐
元
通
線
の
歌か

舞ぶ

伎き

橋は
し

（
令
和
元
年

　
11
月
開
通
）

・
街ま

ち
区く

三
股
線
（
令
和
２
年
３
月
開
通
）

・
鷹
尾
都
原
線
（
整
備
中
）

地の利の拡大　企業立地が急増！

2倍超

H17.11～H24.10 H24.11～現在

92件

44件

経済波及効果
（H24.11以降）

（雇用計画数：2,866人）
◎新たな工業団地を造成中！
（都城インター工業団地桜木地区）

888億円

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
生
ん
だ

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

ス
マ
ー
ト
I
C
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
を
利
用
し
て
高
速
道
路
へ
の
乗
り

入
れ
が
で
き
る
、
E
T
C
搭
載
車
専
用

の
I
C
で
す
。
山
之
口
ス
マ
ー
ト
I
C

は
、
車
種
の
制
限
が
な
く
、
宮
崎
、
熊
本・

鹿
児
島
両
方
面
と
も
に
24
時
間
通
行
で

き
ま
す
。

平
成
28
年
９
月
に
開
通
し
、
日
常
生

活
の
利
便
性
が
向
上
。
こ
の
ほ
か
、
物

流
の
高
速
化
や
、
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
、
さ
ら
に

は
、
宮
崎
大
学
医
学
部
附
属
病
院
へ
の

搬
送
時
間
の
短
縮
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

基
幹
道
路
も
着
実
に
整
備

「
地
の
利
」
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
取

り
組
み
と
し
て
、
市
は
、
中
心
市
街
地
と

地
域
生
活
圏
を
つ
な
ぐ
環
状
道
路
や
、
幹

「
地
の
利
」を
生
か
し
た
企
業
立
地

都
城
志
布
志
道
路
の
整
備
促
進
や
、
山

之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
開
通
、
基
幹
道
路

の
整
備
と
併
せ
て
、
積
極
的
な
誘
致
活
動

な
ど
に
よ
り
、
企
業
立
地
件
数
が
急
速
に

伸
び
て
い
ま
す
。
特
に
、
平
成
24
年
11
月

以
降
か
ら
令
和
２
年
５
月
末
ま
で
の
期
間
、

企
業
立
地
総
件
数
は
92
件
と
な
り
、
経
済

波
及
効
果
は
８
８
８
億
円
、
立
地
企
業
が

見
込
む
雇
用
計
画
数
は
2
、8
6
6
人
に

及
び
ま
す
。

現
在
、
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
桜
木

地
区
の
整
備
も
進
め
て
い
て
、
さ
ら
な
る

雇
用
の
場
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、直
接・

間
接
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

鷹尾上長飯通線鷹尾上長飯通線

都城市郡医師会病院都城市郡医師会病院

シリーズⅠ都城の元気を徹底紹介
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子ども医療費助成を拡充

4
月
〜

令
和
2
年

3
月
ま
で

令
和
2
年

年齢
入院
調剤

通院

0歳 小学校 中学校

無料

無料

助成なし（3割負担）

助成なし（3割負担）

年齢
入院
調剤

通院

0歳 小学校

～

～

～

～ 中学校

無料

無料

無料

200円 /月 1医療機関ごと※

※同一の医療機関に医科と歯科がある場合は、それぞれで負担が必要

放課後児童クラブの開設数

H24 H26 H28 H30 R1
開設数

38
カ所
38
カ所

32カ所増
70
カ所

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

「
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
」

「
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
」

の
た
め
の
取
り
組
み

の
た
め
の
取
り
組
み

　核家族化や地域のつながりの希薄化などから、子育て環境は、育児や保育に関す
る経済的負担が増え、仕事との両立による時間的・精神的負担も大きくなっていま
す。市では、このような現状を踏まえ、安心して子育てできる環境の整備とともに、
子ども・子育て支援と人間力あふれる子どもたちの育成に取り組んでいます。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

◉
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
拡
充

本
市
の
宝
で
あ
る
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
29

年
度
か
ら
、
0
歳
～
就
学
前
児
童
の
入

院
・
通
院
費
用
に
係
る
自
己
負
担
分
を
無

料
化
。
さ
ら
に
、
令
和
2
年
4
月
か
ら
、

医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
、
中
学
校
卒

業
ま
で
引
き
上
げ
、
小・中
学
生
の
入
院・

調
剤
薬
局
費
用
を
無
料
化
し
、
通
院
費
用

を
1
医
療
機
関
ご
と
1
月
当
た
り
2
0
0

円
と
し
た
こ
と
で
、
子
育
て
に
係
る
医
療

費
の
負
担
を
軽
減
。「
子
育
て
世
代
」
を
、

強
力
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

◉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
拡
充

放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
の
学
校
休
業
日

に
、
保
護
者
の
就
労
な
ど
の
理
由
で
、
子

ど
も
の
世
話
が
で
き
な
い
世
帯
に
対
し
、

令
和
元
年
度
は
、
市
直
営
12
カ
所
と
法
人

委
託
58
カ
所
を
合
わ
せ
た
全
70
カ
所
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
。
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
小
学
校
や

児
童
館
、
保
育
園
を
利
用
し
た
環
境
を
整

備
し
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
の
支
援
と

併
せ
て
、
保
護
者
の
子
育
て
や
、
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
市
直
営
の
5
カ
所
を
法
人

化
し
、
開
所
時
間
の
延
長
な
ど
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

広報 都城 令和 2 年 6 月号 6



◉
小
・
中
学
校
の

　
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
）を
推
進
！

市
で
は
、
平
成
30
年
度
に
、
子
ど
も
た

ち
の
情
報
活
用
能
力
向
上
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
推
進
モ
デ
ル
校
（
小
学
校
4
校
・
中

学
校
4
校
）
に
、
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

導
入
し
、
反
復
学
習
に
有
効
な
手
段
と
し

て
主
体
的
、
意
欲
的
な
授
業
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
度
は
、
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
全
小
・
中
学
校
に
高
速
大
容

量
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
を
整
備
。
子
ど
も

た
ち
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報
機
器
の
活

用
や
分
析
能
力
な
ど
の
向
上
の
た
め
、
積

極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
ま
す
。

◉
中
学
生
海
外
交
流
事
業

次
世
代
を
担

う
中
学
生
を
、

英
語
圏
の
学
校

に
派
遣
し
、
学

校
の
授
業
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
通
し
て
交
流

を
深
め
た
り
、

英
語
圏
の
中
学

生
を
受
け
入
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
語
学

力
の
向
上
と
国
際
性
豊
か
な
人
材
を
育
成

し
て
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
に
伴
い
、
本
年
度
は
開
催
中
止

「
人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
」

の
育
成
の
取
り
組
み

◉
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し
て

　
学
び
を
支
援

小
学
校
３
・
４
年
生
の
算
数
科
の
授
業

に
、
習
熟
度
別
少
人
数
指
導
を
導
入
。
学

習
の
つ
ま
づ
き
の
早
期
発
見
と
早
期
対
処

に
よ
り
、「
算
数
が
分
か
る
！
」
と
い
う

学
び
の
喜
び
と
、「
算
数
が
で
き
る
！
」

と
い
う
自
信
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
区
の
小
・
中
学
校
が
連

携
し
、
中
学
３
年
時
の
生
徒
の
学
力
を
見

据
え
た
、
9
年
間
の
一
貫
教
育
体
制
を
整

備
。
こ
の
ほ
か
、
学
力
向
上
の
役
割
な
ど

を
担
う
「
コ
ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
を
市
内

の
中
学
校
区
で
選
任
し
、
児
童
・
生
徒
の

学
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、A
L
T
（
外
国
語
指
導
助
手
）

や
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
員
す
る

な
ど
、
人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の

育
成
に
、
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◉
全
小
・
中
学
校
に

　
空
調
機
（
エ
ア
コ
ン
）
を
整
備
！

市
で
は
、
市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
54

校
（
普
通
・
特
別
支
援
教
室
、
理
科
室
や

家
庭
科
室
な
ど

の
特
別
教
室
）

に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
。
近
年
の

猛
暑
に
対
応
し

た
良
好
な
学
習

環
境
を
整
備
し

ま
し
た
。

◉
全
小
・
中
学
校
に

　
洋
式
ト
イ
レ
を
整
備
！

学
校
は
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
や
生
活

の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
が
重
要
で
す
。

市
で
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
、
令
和
5
年
度
ま
で
に
市
内
の
小
・

中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
60
㌫
以
上
を
目

指
し
ま
す
。

子育て世代活動支援センター「ぷれぴか
（M

ま る ま る
allmall 内）」は、子育て支援センターと遊

び場（プレイルーム・おひさまテラス）からな
る複合施設です。子育て世帯に人気のスポット
で、昨年度の利用者数は、約 9 万５千人。館
内では、遊具や玩具、絵本を豊富にそろえてい
ます。また、保育士の資格を持つ職員が、育児
の不安や悩みなどの相談に応じます。

トピック
topic

生後２カ月ごろに初め
て利用。現在は、週２回
ほど利用しています。遊
べる玩具も増え、娘の成
長を日々感じています。
また、保育士が身近にい
てくれるので、安心感が
あります。私たち親子に
とって、「ぷれぴか」はな
くてはならない場所です。

瀧
たき

　美帆さん

　　心
こ こ み

結ちゃん親子
（一万城町）

利用者の声利用者の声利用者の声利用者の声

シリーズⅠ都城の元気を徹底紹介
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市内にどのような企業があるのかを知らないまま、市外の企業へ就職してしまう若者が多くいます。そこで、
市では、若者の定住化を図る取り組みに力を入れています。

今回は、若者に地元企業の魅力を伝える取り組みを紹介します。
◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23－7161

世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
。
４
月
、「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
全
国
を
対
象
に
発
令
さ
れ
、
企
業
の
生

産
活
動
や
観
光
、
外
食
な
ど
、
幅
広
い
分

野
で
活
動
の
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
影
響
は
、
高
校
生
や
大
学
生
の
就

職
活
動
の
制
限
、
解
雇
や
倒
産
に
よ
る
失

業
な
ど
、
雇
用
環
境
に
も
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
１
人
で
も
多
く
の

若
者
に
、
市
内
の
事
業
者
を
知
っ
て
も
ら

い
就
職
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
新
た
に
「
就
職
応
援
サ
イ
ト
」
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
同
サ
イ
ト
で
は
、
製
造
業
や
情
報
通
信

業
な
ど
、
業
種
ご
と
に
企
業
情
報
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
し
て
い

る
企
業
情
報
は
、
仕
事
の
内
容
や
企
業
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
動
画
に
よ
る
会
社
紹

介
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
最
新
の
情

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
生
や
求
職
中
の
人
が

い
る
家
庭
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

サ
イ
ト
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
イ
ト
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者

を
、
随
時
、
募
集
し
ま
す
。

◉
対
象　
高
校
・
大
学
な
ど
の
新
卒
採
用

を
予
定
し
て
い
る
市
内
事
業
者

◉
掲
載
費
用　
無
料

◉
申
込
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
申

込
フ
ォ
ー
ム
」
に
必
要
事
項

を
入
力
し
て
登
録
く
だ
さ
い

注
意
事
項

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
就
職
活
動
に
も
影
響

就
職
応
援
サ
イ
ト
で
最
新
情
報
を

登
録
事
業
者
を
募
集
中

注
意
事
項

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

求
人
申
込
書
は
早
め
の
準
備
を

　
６
月
１
日
㈪
か
ら
、
高
校
生
向
け

の
求
人
申
込
書
の
受
け
付
け
が
ス
タ
ー

ト
。
ま
た
、
７
月
１
日
㈬
か
ら
、
求

人
票
の
返
戻
が
始
ま
り
ま
す
。
企
業

の
採
用
活
動
は
、
求
人
票
が
返
戻
さ

れ
て
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
例
年
、
申

込
書
の
誤
記
入
が
あ
り
、
差
し
戻
す

場
合
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業

の
人
事
担
当
の
皆
さ
ん
は
、
余
裕
を

持
っ
て
早
め
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　
記
入
方
法
や
注
意
事
項
な
ど
、
詳

し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　
☎
22

－

１
７
４
５

若者若者のの地元就職地元就職をを
全力全力でで応援応援
若者若者のの地元就職地元就職をを
全力全力でで応援応援
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４
月
か
ら
、
移
住
者
の
相
談
な
ど
を
専

門
的
に
行
う
「
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
市
役
所
本
館
地
下
１
階
に
開

設
。
移
住
を
希
望
す
る
人
な
ど
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
親
身
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
雇
用
に
関
す
る
相
談
が
多
い

こ
と
か
ら
、
市
内
の
企
業
の
情
報
を
よ
り

詳
し
く
提
供
す
る
「
雇
用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

雇
用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
移
住
す

る
前
の
仕
事
や
、
都
城
で
ど
の
よ
う
な
仕

事
に
就
き
た
い
か
な
ど
を
聞
き
取
り
、
関

係
機
関
と
も

連
携
し
な
が

ら
、
就
職
に

つ
な
げ
る
支

援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

家
族
や
知

人
な
ど
、
本

市
へ
の
移
住

を
検
討
し
て

い
る
人
や
移
住
を
勧
め
た
い
人
へ
、
ま
ず

は
、
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
く
だ
さ
い
。

移
住
者
な
ど
の

「
仕
事
探
し
」を
お
手
伝
い
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
☎
23

－

２
５
４
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
徹

底
し
な
が
ら
、
令
和
２
年
度
も
次
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
を
巡
っ
て
見

学
す
る
「
企
業
巡
見
」。
普
段
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
工
場
の
見
学
や
、
働
い
て

い
る
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

就
職
を
控
え
た
市
内
の
高
校
生
に
、
地
元

に
ど
の
よ
う
な
企
業
が
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
地
元
企
業
へ
の
就
職
が
選
択

肢
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生
が
夏
休

み
な
ど
を
利
用
し
、
企
業
な
ど
で
一
定
期

間
働
く
「
職
業
体
験
」
の
こ
と
で
す
。
市

外
に
住
む
大

学
生
な
ど

が
、
実
際
に

市
内
の
企
業

で
働
き
な
が

ら
生
活
す
る

こ
と
で
、
将

来
都
城
で
暮

ら
す
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
地
元
企
業
が
実
施
す
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
市
外
の
大
学
生
な
ど
が

参
加
す
る
場
合
、
旅
費
や
宿
泊
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
都
城
市
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
促
進
補
助
金
】

◉
対
象　
市
内
へ
の
就
職
を
考
え
る
全
国

の
大
学
生
な
ど

◉
補
助
内
容　
旅
費
と
宿
泊
費
の
50
㌫
以

内
（
上
限
２
万
５
千
円
）

◉
そ
の
他　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い

地
元
就
職
促
進
の
取
り
組
み

企
業
巡
見

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加
を

支
援
し
て
い
ま
す

インタビュー

都城には工業
や農業、システ
ム分野など、全
国に自慢できる

独自の技術を持った企業が数多く立
地しています。

また、気候や風土など生活環境に
も恵まれていて、「2020年版住み
たい田舎ベストランキング　大きな
まち（人口10万人以上）」の総合部
門で、都城が九州 1 位を獲得する
など、県外からの移住者の関心も高
まっています。

移住を希望する人などのキャリア
が生かせるように、地元の企業を紹
介したいと思っています。

雇用コーディネーター

南園 利廣さん
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TAXTAX

TAX

特
定
の
収
入
に
の
み
適
用
さ
れ
る
給
与

所
得
控
除
お
よ
び
公
的
年
金
等
控
除
の
控

除
額
を
一
律
10
万
円
引
き
下
げ
、
ど
の
よ

う
な
所
得
に
で
も
適
用
さ
れ
る
基
礎
控
除

の
控
除
額
を
10
万
円
引
き
上
げ
ま
す
。

給
与
所
得
と
年
金
所
得
の
両
方
を
有
す

る
人
は
、
片
方
に
係
る
控
除
の
み
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

基
礎
控
除
は
、
全
て
の
納
税
者
に
対
し

て
適
用
さ
れ
、
一
律
の
金
額
が
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
改
正
で
は
、
基

礎
控
除
に
も
適
用
要
件
が
設
定
さ
れ
、
控

除
額
が
10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

合
計
所
得
金
額
2
千
4
百
万
円
超
で
、

控
除
額
が
徐
々
に
減
額
と
な
り
、
２
千
５

百
万
円
超
で
消
失
す
る
仕
組
み
と
な
り
ま

す
。給

与
所
得
控
除
額
の
基
礎
控
除
へ
の
振

り
替
え
に
加
え
、
給
与
所
得
控
除
の
上
限

額
が
適
用
さ
れ
る
給
与
な
ど
の
収
入
金
額

が
８
５
０
万
円
、
給
与
所
得
控
除
額
の
上

限
額
が
１
９
５
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
、
給
与
収
入
が
８
５
０

給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控

除
か
ら
基
礎
控
除
へ
の
振
り
替
え

基
礎
控
除
の
改
正

給
与
所
得
控
除
の
改
正

教えて!

市
民
税
・

県
民
税（
住
民
税
）の

主
な
改
正
内
容

働
き
方
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
働
く
人
を
応
援
す
る
観
点
か
ら
、
個

人
所
得
課
税
が
見
直
さ
れ
、令
和
２
年
分
以
後
の
所
得
税
や
令
和
３
年
度
以
後
の
市
民
税・

県
民
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
市
民
税
課　
☎
23

―

２
１
２
３

TAX

所
得
金
額
調
整
控
除
の
創
設

①
ひ
と
り
親
控
除
の
創
設

婚
姻
歴
の
有
無
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

生
計
を
同
一
に
す
る
子
（
前
年
総
所
得
金

額
等
が
48
万
円
以
下
）
を
有
す
る
単
身
者

（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
5
0
0
万
円
以

下
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

＜ひとり親控除額（本人所得500万円以下の場合）＞

性別 配偶関係
ひとり親控除額

令和２年度まで 令和 3年度以降

女性
死別・離別 30万円（35万円） 30万円（35万円）
未婚 無 30万円（35万円）

男性
死別・離別 26万円（27万円） 30万円（35万円）
未婚 無 30万円（35万円）

※（　）は所得税の控除額です

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税
制

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税
制

上
の
措
置
お
よ
び
寡
婦
（
寡
夫
）

上
の
措
置
お
よ
び
寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
の
改
正

控
除
の
改
正

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税
制

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税
制

上
の
措
置
お
よ
び
寡
婦
（
寡
夫
）

上
の
措
置
お
よ
び
寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
の
改
正

控
除
の
改
正

給与収入 給与所得控除
▲10万円（減額）

▲10万円（減額）

必要経費 税額

+10万円

（×税率）

基礎控除等
農業・営業
不動産等収入

公的年金等
収入 公的年金等控除

給与所得控除などから
基礎控除へ振り替え

広報 都城 令和 2 年 6 月号 10



万
円
を
超
え
る
人
は
、
給
与
所
得
控
除
額

の
引
き
下
げ
が
10
万
円
を
超
え
ま
す
。
そ

こ
で
、
23
歳
未
満
の
扶
養
親
族
や
特
別
障

害
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
な

ど
、
介
護
や
子
育
て
世
代
の
負
担
増
を
軽

減
す
る
た
め
、
引
き
下
げ
額
が
10
万
円
の

範
囲
に
収
ま
る
よ
う
給
与
所
得
の
金
額
が

調
整
さ
れ
ま
す
。

改
正
前
の
公
的
年
金
等
控
除
は
、
年
金

以
外
の
所
得
が
い
く
ら
高
く
て
も
年
金
の

み
で
暮
ら
す
人
と
同
じ
額
の
控
除
額
が
受

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
改
正
で
は
、
年
金

以
外
の
所
得
金
額
が
高
い
場
合
に
は
、
控

除
額
が
一
律
10
万
円
引
き
下
げ
ら
れ
る
仕

組
み
と
な
り
ま
し
た
。

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
が
１
千
万
円
を

超
え
る
場
合
の
控
除
額
は
、
１
９
５
万
５

千
円
の
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

給
与
所
得
控
除
の
引
き
下
げ
や
基
礎
控

除
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
各
種
控
除
を
受

け
る
た
め
に
、
同
一
生
計
配
偶
者
や
扶
養

親
族
な
ど
の
合
計
所
得
金
額
の
要
件
も
見

直
さ
れ
ま
す
。

TAX

公
的
年
金
等
控
除
の
改
正

TAX

非
課
税
基
準
や
配
偶
者
、
扶
養
親
族
な

ど
の
合
計
所
得
金
額
要
件
な
ど
の
改
正

＜非課税基準、扶養親族等の合計所得金額要件などの改正＞
要 件 な ど 令和２年度まで 令和３年度以降

同一生計配偶者および扶養親族の合計所
得金額要件 38万円以下 48万円以下

配偶者特別控除に係る配偶者の合計所得
金額要件 38万円超123万円以下 48万円超133万円以下

勤労学生控除の合計所得金額要件 65万円以下 75万円以下
家内労働特例（必要経費の最低保障額） 65万円 55万円
障害者、未成年、寡婦 ( 令和３年度以降は
ひとり親を含む）に対する非課税措置の
合計所得金額要件

125万円以下 135万円以下

均等割の非課税限
度額の合計所得金
額（非課税となる
人）

同一生計配偶者お
よび扶養親族がな
い人

28万円 28万円＋10万円

同一生計配偶者お
よび扶養親族があ
る人

28万円×人数（配偶者および
扶養親族＋１）＋ 16万 8 千円

28万円×人数（配偶者および
扶養親族＋１）＋10万円
＋16万８千円

所得割の非課税限
度額の総所得金額

（均等割のみ課税さ
れる人）

同一生計配偶者お
よび扶養親族がな
い人

35万円 35万円＋10万円

同一生計配偶者お
よび扶養親族があ
る人

35万円×人数（配偶者および
扶養親族＋１）＋ 32万円

35万円×人数（配偶者および
扶養親族＋１）＋10万円
＋32万円

＜寡婦控除額（本人所得 500万円超の場合）＞
配偶
関係 扶養親族

寡婦控除額

令和２年度まで 令和 3年度以降

死別
有 子以外 26 万円（27万円） 無

無 無 無

離別 有 子以外 26 万円（27万円） 無
※（　）は所得税の控除額です

②
寡
婦
控
除
の
改
正

ひ
と
り
親
控
除
対
象
以
外
の
寡
婦
は
、

引
き
続
き
控
除
額
26
万
円
を
適
用
し
、
子

以
外
の
扶
養
親
族
を
持
つ
寡
婦
に
つ
い
て

も
所
得
制
限
（
前
年
の
合
計
所
得
金
額

5
0
0
万
円
以
下
）
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
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知
っ
て
く
だ
さ
い
、

国
保
の
こ
と
。

～
私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る
国
民
健
康
保
険
制
度
～

○
国
保
に
加
入

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

・�

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

※�

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
国
保
へ
の
加
入
は
不
要

○
国
保
を
脱
退

・
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と
き

・
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
給
し
始
め
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

届
け
出
が
遅
れ
る
と

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
証
が
発
行

さ
れ
な
い
た
め
、
医
療
費
を
全
額
自
己
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の

医
療
保
険
に
加
入
し
た
と
き
に
脱
退
の
届

け
出
を
怠
る
と
、
保
険
税
（
料
）
を
二
重

に
支
払
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
内
で
転
居
し
て
住
所
が
変

わ
っ
た
場
合
や
、
世
帯
主
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

医
療
費
節
減
に
協
力
く
だ
さ
い

医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
か
ら
病
院

へ
支
払
わ
れ
る
医
療
給
付
も
増
え
ま
す
。

給
付
増
額
分
を
補
う
た
め
に
保
険
税
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
医
療
費
節
減

に
協
力
く
だ
さ
い
。

○
医
療
費
節
減
の
ポ
イ
ン
ト

・�

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
適

度
な
運
動
・
栄
養
・
休
養

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
る

・�

病
気
の
早
期
発
見
と
早
期

治
療
の
た
め
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
る

・�

休
日
・
時
間
外
診
療
は
、
緊
急
時
な
ど

や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
控
え
る

・
か
か
り
つ
け
医
や
薬
局
を
持
つ

・�

価
格
が
安
く
、
同
じ
効
果
が
見
込
ま
れ

る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
を
利
用
す
る

国民健康保険税の納付猶予制度
◉対象　新型コロナウイルス感染拡大の影
響により、収入が減少し、納期限内の納付
が困難な人
◉対象となる期間　令和 2年 2 月 1 日か
ら令和 3 年 1 月31日までに納期限が到来
する未納の保険税
◉期間　納期限から原則１年以内
◉申請手続きなど　申請書のほか、収入の
状況が分かる資料が必要
　保険年金課　☎ 23-7144

国民年金保険料の免除の臨時特例
◉対象　令和 2年 2 月以降に新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響により、国民年金
保険料免除の基準適用相当程度まで、所得
の低下が見込まれる人
◉適用期間　令和２年２月分の保険料から
※詳しくは、市ホームページまたは、保険
年金課に問い合わせください
　保険年金課　☎ 23-2629

新型コロナウイルス感染拡大に関する支援策

トピック
topic

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
っ
て
支
え
合
う
制
度
で
す
。
国
保
の
健

全
な
運
営
の
た
め
に
、
医
療
費
の
節
減
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課 　
☎ 

23

―

2
1
2
7

国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
と
き

は
届
け
出
が
必
要
で
す

国
保
は
、
健
康
保
険
制
度
の
一
つ
で
、

職
場
の
健
康
保
険
（
社
会
保
険
な
ど
）
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
き
、

全
て
の
人
が
加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。

国
保
に
加
入
ま
た
は
脱
退
す
る
と
き
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
に
該
当
す
る
場

合
は
、
14
日
以
内
に
保
険
年
金
課
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
皆
さ

ん
は
、
家
庭
に
お
け
る
家
事
や
育
児
、
介

護
な
ど
、
そ
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
夫
婦
間
の
偏
り
に

改
め
て
気
付
き
、
疑
問
を
感
じ
て
い
る
人

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
機
会
に
、
夫
婦
間
や
男
女
間
の
役

割
の
在
り
方
や
、
互
い
が
サ
ポ
ー
ト
し
合

う
「
家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

　
　
　
　
　
　
☎
23

―

2
1
2
1

夫
婦
間
の
家
事
分
担
の
理
想
と
現
実

市
が
実
施
し
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
の
た
め
の
市
民
意
識
調
査
（
平
成

28
年
度
）」
で
は
、
家
庭
に
お
い
て
、「
妻

の
み
」「
主
に
妻
」
と
す
る
割
合
が
高
い

役
割
に
、「
掃
除
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
」

（
73
・
５
㌫
）、「
子
ど
も
に
関
わ
る
活
動
」

（
44
・
３
㌫
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
、
家
庭
内
に
お
け
る
理
想
的
な

「
夫
婦
」
の
役
割
分
担
は
、
全
て
の
項
目

で
「
夫
婦
が
共
に
担
う
」
と
す
る
回
答
が

半
数
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

市
民
意
識
調
査

　
対
象　
20
歳
以
上
男
女　
3
千
人

　
有
効
回
答　
1
、0
5
2
人

自分に当てはまることはないですか。一つで
も当てはまるものがあれば、家族は疑問を感じ
ているかもしれません。
□男性（父や夫、息子など）は、家事や育児を
する必要がない
□親の介護は、妻または娘がやるもの
□女性（妻や母など）が、家事や育児に追われ、
自由な時間がとれなくても仕方がない
□女性（妻や母）が外出するときは、家族の食
事の準備をしてから出掛けるべき
□結婚相手としては、女性よりも男性の方が高
学歴・高収入の方が良いと思う
□夫（妻）が妻（夫）に、「殴る」「蹴る」など
の身体的暴力を振るうことは、場合によって
許される
□夫（妻）が妻（夫）の話を無視し続けたり、
侮辱的・差別的発言をしたりすることは暴力
ではない

あなたあなたももチェック !チェック !あなたあなたももチェック !チェック !
家庭での「男女共同参画」家庭での「男女共同参画」家庭での「男女共同参画」家庭での「男女共同参画」

※出典：宮崎県編集「イシキをかえてシャカイをかえる」

環
境
づ
く
り
や
意
識
改
革

ス
ト
レ
ス
や
将
来
の
不
安
な
ど
か
ら
、

つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
た
配
慮
に
欠
け
る
一

言
や
、
一
方
的
に
家
事
を
押
し
付
け
る
こ

と
で
、
夫
婦
間
な
ど
家
庭
内
が
険
悪
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
心
当
た
り

が
あ
れ
ば
、
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
持

ち
、「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
性
別

で
役
割
を
決
め
つ
け
る
（
性
別
に
よ
る
固

定
的
役
割
分
担
）
こ
と
を
な
く
し
、「
で

き
る
こ
と
を
で
き
る
人
が
担
う
」
環
境
づ

く
り
や
「
互
い
が
支
え
合
う
」
意
識
改
革

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

６月23日㈫～29日㈪は６月23日㈫～29日㈪は
「「男女共同参画週間男女共同参画週間」」

◉DV相談ナビ　☎ 0570-0-55210
◉DV相談＋（プラス）☎ 0120-279-889

24時間対応の電話相談のほか、メールやSNSで相
談できます。

◉都城市女性総合相談
市では、女性相談員が、人間関係や DV（家庭内で
の暴力）など、女性が抱えるさまざまな悩みや相
談に応じる相談窓口を設置しています。相談は無
料で、秘密は厳守します。

◉電話面接相談　毎週月～金曜日　10時～16時
　相談専用電話　☎ 23-7157

家庭内の役割分担や、夫婦間の暴力があるときは家庭内の役割分担や、夫婦間の暴力があるときは
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こ
と
で
生
き
が
い
が
で
き
、
健
康
づ
く
り

な
ど
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
自
治

公
民
館
な
ど
と
共
同
し
て
地
域
を
豊
か
に

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
貢
献
も

行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
文
化
活
動
を
は
じ
め
、
社
会
奉
仕
作
業

な
ど
、
会
員
が
主
体
的
に
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◉
生
活
を
豊
か
に
す
る
活
動

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、文
化
、芸
能
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、

趣
味
、
研
修
会
な
ど
を
通
し
て
、
日
々
の

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
自
治
公
民

館
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
「
単
位
ク
ラ
ブ
」

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
内
１
０
５
単
位
ク
ラ
ブ
で
は
、約
３
、

８
５
０
人
の
会
員
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
が
生
ま
れ
た
一
番
の
目

的
は
、「
仲
間
づ
く
り
」。
家
に
引
き
こ
も

り
が
ち
な
高
齢
者
の
孤
独
を
解
消
し
、
住

み
慣
れ
た
地
域
の
仲
間
同
士
が
触
れ
合
う

◉
地
域
を
豊
か
に
す
る
活
動

会
員
が
持
つ
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ほ
か
、
環
境
美

化・リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
文
化
伝
承
活
動
、

世
代
間
の
交
流
活
動
、
子
ど
も
の
見
守
り

活
動
な
ど
、
地
域
を
豊
か
に
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

いつまでも明るく元気に、生き生きと

高齢者クラブ高齢者クラブでで
生生きがいきがいづくりづくり

都城市高齢者クラブ連合会（さんさんクラブ都城市）では、高齢者
の孤立をなくし、仲間や地域内の高齢者とともに、自立した生活や生き
がいづくり、健康づくりを促し、健康寿命を延ばす活動を行っています。

今回は、高齢者クラブの活動目的や状況などを紹介します。
◎問い合わせ　福祉課　☎ 23-3102

活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

生
活
を
豊
か
に

主
体
的
な
活
動

あ
な
た
も
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く

り
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
世
代
間
交
流
な

ど
を
通
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
、
生

き
が
い
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
活
動
に
常
時
参
加
で
き
な
い

人
で
も
、
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
支
え
合
い
な
が
ら
、
喜
び
を
共
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
入
会
申
し
込
み

都
城
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
総

合
福
祉
会
館
内
）
☎
24

―

９
７
０
０

インタビュー

これまでの地
域活動の功績が
認められ、「令
和元年度内閣府

エイジレス章」を授章しました。
乙房高齢者クラブでは、高齢者が

住み慣れた地域でいつまでも元気で
暮らすための居場所づくりや、食事
交流会を開催。高齢者相互の見守り
活動や安否確認につなげています。

このほか、乙房小の児童らと「ふ
れ愛まつり」を毎年開催。クラブの
存在意義を高めながら、「子どもは
地域の宝」という信念の下、子ども
とその保護者らとの交流を通して、
リーダーシップを発揮しています。

乙房高齢者クラブ
会長

馬
ま

籠
ごめ

 英男さん

令和元年度内閣府エイジレス章を授章
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
特
徴

認
知
症
の
高
齢
者
が
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
、
介
護
や
支
援
、
機
能
訓
練
が

受
け
ら
れ
る
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス

「
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）」。
認
知
症
ケ
ア
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
認
知
の
程
度
や
身
体

的
機
能
に
応
じ
た
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
内
に
は
、
20
カ
所
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
あ
り
ま
す
。
入
所
条
件
や
料
金
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く

だ
さ
い
。少

人
数
で
の
共
同
生
活

認
知
症
の
人
が
、「
家
庭
に
で
き
る
だ

け
近
い
環
境
で
、
地
域
社
会
に
溶
け
込
ん

で
生
活
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
は
、１
施
設
3
ユ
ニ
ッ
ト
（
１

ユ
ニ
ッ
ト
：
５
～
９
人
）
以
下
の
比
較
的

少
な
い
人
数
で
共
同
生
活
を
送
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
メ
リ
ッ
ト

◎
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

介
護
を
行
っ
て
い

る
施
設
が
多
く
、

利
用
者
の
混
乱
を

少
な
く
で
き
る

◎
認
知
症
ケ
ア
の
知

識
と
経
験
を
豊
富

に
持
つ
職
員
が
常
駐

◎
利
用
者
が
、
自
分
で
で
き
る
家
事
を
担

う
こ
と
で
、
認
知
症
の
リ
ハ
ビ
リ
や
症

状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

◎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
充
実
し
て
い
る

施
設
が
多
い

インタビュー

認知症の人が、
家族の近くで安
心して暮らせる
生活の場を提供
していて、現在

18人の利用者を受け入れています。
利用者は、認知症の程度も身体的な
要介護度もさまざま。当ホームでは、
利用者３人に対し、認知症専門のス
タッフ１人以上が、きめ細かなサー
ビスを提供しています。

今年は新型コロナウイルス感染拡
大の影響で自粛となりましたが、通
常は４月に花見、５月にあやめ祭り
など、月１回は季節を味わえる外出
イベントなども開催していて、利用
者や家族の皆さんにも好評です。

施設長

森山 睦
あつ

史
し

さん

グループホーム・オルゴール

市では、高齢者ができるだけ地域で自立した日常生活を送るために、医療や介市では、高齢者ができるだけ地域で自立した日常生活を送るために、医療や介
護、介護予防、住まいを確保できる体制づくりを進めています。護、介護予防、住まいを確保できる体制づくりを進めています。

今回は、認知症の人の住み慣れた地域での生活を支援する「認知症対応型共同今回は、認知症の人の住み慣れた地域での生活を支援する「認知症対応型共同
生活介護（グループホーム）」を紹介します。生活介護（グループホーム）」を紹介します。

◎問い合わせ　介護保険課　☎ 23-2688◎問い合わせ　介護保険課　☎ 23-2688

住住
みみ
慣慣
れ
た
れ
た
地
域
地
域
でで
い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
をを

紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す

住住
みみ
慣慣
れ
た
れ
た
地
域
地
域
でで
い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
をを

紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す
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機
能
改
善
に
向
け
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

昨
年
度
、
都
城
運
動
公
園
野
球
場
の
大

規
模
改
修
を
実
施
。
水
は
け
が
悪
く
な
っ

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
黒
土
の
入
れ
替
え
や
、

天
然
芝
の
張
り
替
え
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
、
フ
ル
カ
ラ
ー
Ｌ

Ｅ
Ｄ
方
式
に
よ
る
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
一
体
型

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
一
新
し
ま
し
た
。

競
技
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト

で
も
活
用
が
期
待

さ
ま
ざ
ま
な
公
式
大
会
で
の
利
用
の
ほ

か
、
プ
ロ
野
球
の
オ
ー
プ
ン
戦
や
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
リ
ー
グ
で
の
利
用
に
加
え
て
、

野
球
競
技
以
外
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
の

利
用
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

な
お
、
利
用
開
始

は
、
芝
の
養
生
後
の

令
和
２
年
７
月
か
ら

と
な
り
ま
す
。

都城運動公園都城運動公園
野球場野球場がが
リニューアル！リニューアル！

既存のテニスコートに加
え、老朽化した都城運動公
園体育館などを解体し、新
たなテニスコートを整備。
砂入り人工芝16面のテニ
スコートを持つ県内有数の
テニス環境が整うことで、
競技力向上を支援します。

なお、同公園は、令和８
年開催予定の国民スポーツ
大会・ソフトテニス成年男
女の会場にも選定されてい
ます。

※このほか市では、各地区の体
育施設なども計画的に整備
を進め、市民の皆さんの健
康増進や各種スポーツの競
技力向上を推進しています

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
の
概
要

◉
事
業
費　
３
億
７
、２
５
７
万
円

内
野
外
野
全
面
改
修
工
事

１
億
４
、３
５
５
万
円

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
一
体
型
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー

ン
設
置
工
事　
１
億
９
、６
９
０
万
円

そ
の
他
付
帯
工
事
な
ど　
３
、２
１
２
万
円

◉
財
源

宝
く
じ
助
成
金　
１
億
４
０
０
万
円

市
債　
２
億
４
、2
7
0
万
円

一
般
財
源　
２
、５
8
7
万
円

◉
改
修
の
内
容

・
暗あ

ん
渠き

ょ
排
水
敷
設

・
内
野
の
黒
土
入
れ
替
え

・
芝
生
の
張
り
替
え

・
屋
外
ブ
ル
ペ
ン
の
改
修

・�

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
一
体
型
バ
ッ
ク
ス
ク

リ
ー
ン
（
フ
ル
カ
ラ
ー
L
E
D
）
へ

の
改
修

・
球
速
測
定
器
の
設
置　
な
ど

◎問い合わせ　スポーツ振興課　☎ 23-9546

都城運動公園整備事業は続きます 

トピック
topic

スコアボードなどをスコアボードなどを一新一新

都城運動公園都城運動公園
野球場野球場がが
リニューアル！リニューアル！

フルカラーLEDスコアボード一体型バックスクリーン

グラウンド
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建
築
基
準
法
と
ア
ス
ベ
ス
ト

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
建
築
基
準
法
で
は
、
吹
付
け

ア
ス
ベ
ス
ト
や
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
吹
付
け

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
な
ど
を
使
用
規
制
。
増
改

築
時
の
除
去
な
ど
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
飛
散
防
止
の
措
置
を

現
在
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
の
恐
れ
の

あ
る
建
築
資
材
を
使
用
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
既
存
の
建
築
物
の
中

に
は
、
吹
付
け
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用

し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
露
出
し
た
ま
ま

の
状
態
で
放
置
す
る
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が

飛
散
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

【
飛
散
防
止
の
措
置
の
方
法
】

①
除
去
工
法

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
下
地
か
ら
取
り

除
く
方
法
で
、
最
も
確
実
に
建
物
を
安

全
に
す
る
工
法
で
す
。

②
封
じ
込
め
工
法

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
、
薬
剤
で
固
め

る
工
法
で
す
。

③
囲
い
込
み
工
法

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
板
材
な
ど
で
覆

う
工
法
で
す
。

※
②
③
は
①
よ
り
安
価
な
反
面
、
建
物
を

取
り
壊
す
際
に
除
去
工
事
が
必
要

吹付けアスベスト

まだ

◎問い合わせ　建築対策課　☎ 23-2585

身近にあるアスベスト。
問題が生じる前に、
しっかりとした対策を !

発
が
ん
性
の
問
題
か
ら
製
造

が
禁
止
さ
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト

「
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）」
と
は
、
自
然

界
に
存
在
す
る
繊
維
状
の
鉱
物
。
耐
久
性

や
耐
熱
性
の
高
さ
な
ど
か
ら
、
昭
和
45
年

か
ら
平
成
元
年
ご
ろ
に
か
け
て
建
材
や
工

業
製
品
な
ど
に
多
く
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
、
発
が
ん
性
の
問
題
か
ら
特
例

を
除
き
、
製
品
の
製
造
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
飛
散
し
や
す
い
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
は

平
成
元
年
ご
ろ
ま
で
、
セ
メ
ン
ト
な
ど

で
固
め
た
建
材
は
平
成
16
年
ま
で
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
！

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
耐
火
や
断
熱
、
防
音

を
目
的
に
建
築
材
料
と
し
て
、
建
築
物
や

工
作
物
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

・
耐
火
建
築
物
や
準
耐
火
建
築
物
の
鉄
骨

や
梁は

り
、
柱
な
ど

・
吸
音
や
結
露
防
止
を
目
的
に
、
機
械
室

や
ボ
イ
ラ
ー
室
の
天
井
や
壁
な
ど

住
宅
建
材
に
も
使
用

石
綿
ス
レ
ー
ト
や
石
綿
セ
メ
ン
ト
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
ア
ス
ベ
ス
ト
は
一
般
住

宅
に
も
使
用
。
こ
れ
ら
は
固
化
さ
れ
て
い

る
た
め
、
通
常
、
ア
ス
ベ
ス
ト
は
飛
散
し

ま
せ
ん
。

市
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有

無
の
調
査
費
用
と
除
去
な
ど
の
工
事
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
報

告
が
必
要
で
す

◉
補
助
対
象
・
補
助
額

・
分
析
調
査
・
対
象
経
費
の
全
額
（
上

限
額
25
万
円
）

・
除
去
な
ど
の
工
事
・
対
象
経
費
の
３

分
の
２
（
上
限
額
１
２
０
万
円
）

◉
補
助
対
象
者

対
象
建
築
物
の
所
有
者
（
共
同
住
宅

の
場
合
は
管
理
組
合
な
ど
）
で
、
次
の

要
件
を
満
た
す
人
。

・
国
や
県
な
ど
か
ら
同
種
の
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
暴
力
団
員
ま
た
は
、
暴
力
団
な
ど
と

密
接
な
関
係
が
な
い
人

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◉
申
請
期
限　
11
月
30
日
㈪

◉
注
意
く
だ
さ
い

・
申
し
込
み
は
先
着
順
。
た
だ
し
予
算

を
超
え
た
時
点
で
終
了

・
工
事
や
申
請
の
前
に
、
対
象
物
・
範

囲
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
事
前

相
談
窓
口
（
☎
23

－

２
５
８
５
）
に

連
絡
く
だ
さ
い

※
現
況
写
真
、
施
工
図
な
ど
が
必
要

・
申
請
前
に
調
査
や
工
事
に
着
手
し
て

い
る
場
合
は
、
申
請
の
対
象
外

アスベスト飛散防止のための調査や工事を補助します

Miyakonojo City Public Relations 2020.617



▪マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（ 6：30～23：00）

お知らせ

広報	都城	令和 2年 6月号 18

注
意
く
だ
さ
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
防
止

　
今
後
開
催
予
定
の
催
し
や
講
座
な
ど
に

つ
い
て
は
、
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
参
加
を
予
定
し
て
い

る
人
は
、
主
催
者
に
開
催
の
有
無
を
必
ず

確
認
く
だ
さ
い
。

指
定
管
理
者

【
高
崎
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た
ち
ば
な
荘
】

◉
期
間　
令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
10

年
３
月
31
日

◉
応
募
資
格

次
の
全
て
を
満
た
す
社
会
福
祉
法
人

・�

社
会
福
祉
法
第
22
条
に
規
定
す
る
社
会

福
祉
法
人
で
あ
っ
て
、
主
た
る
事
業
所

ま
た
は
事
務
所
の
所
在
地
が
市
内
に
あ

る
・�

社
会
福
祉
法
第
２
条
第
２
項
第
３
号
に

規
定
す
る
事
業
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
）
を
市
内
で
２
年
以
上
（
令

和
２
年
４
月
１
日
現
在
）
良
好
に
運
営

し
て
い
る

・�

消
防
法
第
８
条
に
規
定
す
る
当
該
施
設

に
係
る
防
火
管
理
者
を
配
置
す
る
こ
と

が
で
き
る

◉
要
項
配
布　
６
月
15
日
㈪
～
30
日
㈫
の

８
時
30
分
～
17
時
15
分
に
福
祉
課
（
水
色

５
番
窓
口
）　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◉
現
地
説
明
会　
７
月
３
日
㈮　
14
時
～

※�

６
月
30
日
㈫
の
17
時
15
分
ま
で
に
要
申

し
込
み

◉
申
請
期
間　
７
月
７
日
㈫
～
17
日
㈮
の

８
時
30
分
～
17
時
15
分
に
福
祉
課

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　
福
祉
課　
☎
23

－
３
１
０
２

【
高
城
運
動
公
園
、
高
城
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
、
石
山
体
育
セ
ン
タ
ー
、
高
城
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
】

◉
期
間　
令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
８

年
３
月
31
日

◉
応
募
資
格　
法
人
ま
た
は
団
体

◉
要
項
配
布　
６
月
１
日
㈪
～
22
日
㈪
の

８
時
30
分
～
17
時
15
分
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◉
現
地
説
明
会　
６
月
24
日
㈬　
10
時
～

高
城
運
動
公
園
（
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
集
合
）

※�

６
月
22
日
㈪
の
17
時
15
分
ま
で
に
要
申

し
込
み

◉
申
請
期
間　
６
月
29
日
㈪
～
７
月
８
日

㈬
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
☎
23

－

９
５
４
６

募
　
集

６月１日～７日は水道週間です

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
が

廃
止
に
な
り
ま
し
た

◎
問
い
合
わ
せ　
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
分
室　
☎
23

－

２
７
７
４

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
た
際
、

平
成
27
年
10
月
に
全
国
民
へ
送
付
さ
れ
た

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
証
明
す

る
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
５
月
25
日
で
廃

止
に
な
り
ま
し
た
。

・�

新
規
発
行
お
よ
び
再
発
行

・
氏
名
や
住
所
な
ど
の
記
載
事
項
の
変
更

※�

出
生
な
ど
で
新
た
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

付
番
さ
れ
た
人
に

は
、「
個
人
番
号

通
知
書
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
証

明
す
る
書
類
と
し

て
の
使
用
は
で
き

ま
せ
ん

　
今
後
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る

書
類
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

ま
た
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

住
民
票
の
写
し
お
よ
び
記
載
事
項
証
明
書

を
使
用
で
き
ま
す
。
な
お
、
記
載
さ
れ
た

氏
名
や
住
所
な
ど
が
住
民
票
と
一
致
し
て

い
る
場
合
の
み
、
通
知
カ
ー
ド
も
使
用
可

能
で
す
。

マイナンバー
PRキャラクター
マイナちゃん

通
知
カ
ー
ド
に
関
す
る

次
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん

廃
止
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

証
明
す
る
書
類
が
必
要
な
場
合

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
し
ま
し
ょ
う
！

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
特
別
定
額
給

付
金（
10
万
円
）な
ど
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用

し
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
し
ょ

う
。市

で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

発
行
を
希
望
す
る
人
に
対
し
、
カ
ー
ド

申
請
の
無
料
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
、
自
宅
で
の
申
請

も
可
能
で
す
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

廃止となった通知カード

マイナンバーカード
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民
間
譲
渡

【
山
田
養
護
老
人
ホ
ー
ム
霧
峰
園
】

　
建
物
無
償
譲
渡
・
土
地
無
償
貸
与
（
原

則
10
年
間
）
に
よ
り
、
移
管
先
法
人
を
募

集
し
ま
す
。

◉
期
間　
令
和
３
年
４
月
１
日
～

◉
応
募
資
格

次
の
全
て
を
満
た
す
社
会
福
祉
法
人

・�

社
会
福
祉
法
第
22
条
に
規
定
す
る
社
会

福
祉
法
人
で
あ
っ
て
、
主
た
る
事
業
所

ま
た
は
事
務
所
の
所
在
地
が
市
内
に
あ

る
・�

社
会
福
祉
法
第
２
条
第
２
項
第
３
号
に

規
定
す
る
事
業
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
）
を
市
内
で
２
年
以
上
（
令

和
２
年
４
月
１
日
現
在
）
良
好
に
運
営

し
て
い
る

◉
応
募
要
件

・�

市
が
定
め
る
「
都
城
市
養
護
老
人
ホ
ー

ム
条
例
施
行
規
則
」
を
満
た
す
運
営
体

制
に
よ
る
事
業
実
施
が
可
能
で
あ
る

・�

確
実
な
運
営
管
理
を
継
続
か
つ
安
定
的

に
行
う
た
め
の
十
分
な
経
済
基
盤
お
よ

び
事
業
に
対
す
る
知
識
・
経
験
を
有
し

て
い
る

・�

老
人
福
祉
法
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設

置
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
、
お
よ

び
老
人
福
祉
法
第
11
条
の
規
定
に
よ
る

措
置
事
務
の
実
施
に
係
る
指
針
な
ど
の

関
係
法
令
を
遵
守
し
て
い
て
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
熱
意
が
あ
る

◉
要
項
配
布　
６
月
15
日
㈪
～
７
月
10
日

㈮
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分
に
福
祉
課

（
水
色
５
番
窓
口
）　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◉
現
地
説
明
会　
７
月
10
日
㈮　
14
時
～

※�

７
月
９
日
㈭
の
17
時
15
分
ま
で
に
要
申

し
込
み

◉
申
請
期
間　
７
月
27
日
㈪
～
８
月
14
日

㈮
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分
に
福
祉
課

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　
福
祉
課　
☎
23

－
３
１
０
２

市
登
録
統
計
調
査
員

　
各
統
計
調
査
の
際
に
、
世
帯
や
事
業
所

な
ど
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
・
回
収

す
る
調
査
員
を
随
時
募
集
し
ま
す
。

◉
対
象　
20
歳
以
上
で
、
次
の
全
て
の
要

件
を
満
た
す
人

・�

責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き

る
・
秘
密
の
保
護
に
関
し
て
信
頼
で
き
る

・
国
税
徴
収
法
に
規
定
す
る
徴
収
職
員
、

　
ま
た
は
地
方
税
法
に
規
定
す
る
徴
収
吏

　
員
で
な
い

・
警
察
官
で
な
い

・
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
公
職
の
候
補

　
者
や
選
挙
事
務
所
職
員
、
選
挙
運
動
に

　
従
事
す
る
人
で
な
い

・
暴
力
団
員
や
暴
力
団
関
係
者
で
な
い

　
情
報
政
策
課　
☎
23

－

２
５
６
２

放
送
大
学
10
月
入
学
生

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
心
理
学
や
福
祉
、

経
済
、
歴
史
、
文
学
、
情
報
、
自
然
科
学

な
ど
を
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
現
在
、

10
月
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
対
象　
働
き
な
が
ら
大
学
で
学
び
た
い

人
や
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
た
い
人
な
ど
、

幅
広
い
世
代
の
人

◉
出
願
期
間　
８
月
31
日
㈪
ま
で

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

出
願
も
受
け
付
け
て
い

ま
す

　
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
０
９
８
２

－

53

－

１
８
９
３

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

定
期
公
演
の
中
止

６
月
21
日
㈰
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

公
演
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
日
程
や
演

目
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く

だ
さ
い
。

　
人
形
の
館　
☎
57

－

５
２
９
５

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※子育て支援センターのホームページ
　では、その他の行事も確認できます
都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
子育て講座「救急法を学ぼう」
◦日時　6/26 ㈮　10時～
◦定員　10組　※要申し込み
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
センターの周りを一緒にお散歩「散歩の日」
◦日時　6/2 ㈫　10時30分～
山田地域子育て支援センター　☎64-3171
英語で遊ぼう
◦日時　6/24 ㈬　10時30分～
◦定員　10組　※要申し込み
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
藍染め体験（無料）
◦日時　7/17 ㈮　10時～
◦定員　６人　※要申し込み
◦その他　汚れてもいい服装で参加
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
七夕まつり（笹飾り制作・記念撮影）
◦日時　7/7 ㈫　10時30分～
◦定員　８組　※要申し込み

催
　
し



▪マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
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お知らせ

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
主
催

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座
の
延
期

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
今
回
は
、
延
期
し
ま
す
。
次
回
の

開
催
日
程
は
、
都
城
医
療

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
23

－

４
１
１
１

就
業
支
援
無
料
講
習
会

調
理
師
試
験
準
備
講
習（
全
２
回
）

◉
日
時　
８
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰　

９
時
～
16
時
20
分

◉
場
所　
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
（
宮
崎

市
霧
島
一
丁
目
１

－

２
）

◉
対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

・�

市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
世
帯
の
母
親
や

父
親
、
も
し
く
は
寡
婦

・�

調
理
実
務
経
験
が
２
年
以
上
か
つ
、
県

で
行
わ
れ
る
調
理
師
試
験
を
受
験
予
定

・
講
習
会
の
全
日
程
を
受
講
で
き
る

◉
定
員　
30
人　
※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他　
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
あ
り

　
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
で
き
る
申
込
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
７
月

31
日
㈮
ま
で
に
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
〒
880

－

0
0
0
7　
宮
崎
市
原
町
２

－

22
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

☎
０
９
８
５

－

22

－

４
６
９
６

認
知
症
家
族
支
援「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

◉
日
時　
６
月
19
日
㈮　
13
時
～
15
時

◉
場
所　
中
央
公
民
館

◉
内
容　
消
費
生
活
に
関
す
る
講
座
、
交

流
会　
※
申
し
込
み
不
要
・
内
容
変
更
の

場
合
有
り

　
都
城
コ
ア
学
園　
☎
38

－

４
８
１
１

応
急
手
当
講
習

救
命
入
門
コ
ー
ス（
無
料
）

　
命
を
救
う
た
め
に
必
要
な
応
急
手
当
を

学
び
ま
す
。

◉
日
時　
６
月
26
日
㈮　

10
時
～
10
時
45
分

◉
場
所　
消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

◉
対
象��

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

◉
定
員　
20
人　
※
申
し
込
み
順

　
６
月
23
日
㈫
ま
で
に
消
防
局
警
防

救
急
課　
☎
22

－

８
８
８
３

講
座
・
教
室

家庭用プラスチック製品は燃やせるゴミです

◉
犬
を
飼
っ
た
ら
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防

接
種

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、
犬
の
生
涯
に
１
回

の
登
録
と
、「
狂
犬
病
」
を
予
防
す
る
た

め
の
、
毎
年
１
回
の
予
防
接
種
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
飼
い
犬
の
登
録
】

　
環
境
政
策
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
１
頭
に
つ
き
３
千
円

【
狂
犬
病
予
防
接
種
】

　
毎
年
実
施
す
る
巡
回
接
種
、
ま
た
は
、

動
物
病
院
で
接
種
く
だ
さ
い
。

※
１
頭
に
つ
き
３
、３
０
０
円
（
県
内
）

◉
鳴
き
声
や
ふ
ん
尿
に
責
任
を
持
っ
て
！

　
犬
な
ど
の
放
し
飼
い
や
鳴
き
声
、
ふ
ん

尿
の
放
置
に
つ
い
て
の
苦
情
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
飼
い
主
と
し
て
社
会
的
責
任
を

果
た
さ
な
い
と
、
罰
則
を
科
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◉
野
良
猫
に
餌
を
与
え
な
い

　
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

無
秩
序
な
繁
殖
に
つ
な
が
り
、
野
良
猫
が

増
え
、
病
気
の
感
染
を
広
げ
る
な
ど
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

◉
猫
の
飼
育
は
家
の
中
で

　
猫
を
屋
外
で
飼
う
こ
と
は
危
険
が
多
く
、

病
気
の
感
染
や
交
通
事
故
な
ど
の
危
険
性

も
あ
り
ま
す
。
大
切
な
猫
を
守
る
た
め
に

も
、
猫
は
家
の
中
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

　
犬
や
猫
は
、
人
に
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
、
暮
ら
し
を
楽
し
く
し
て
く
れ
ま
す
が
、

共
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
配
慮
も
必
要
で
す
。生
き
物
の
「
命
」

を
預
か
る
責
任
の
重
さ
を
十
分
に
理
解
し
、
習
性
や
生
態
を
知
っ
て
、
適
切
な
飼
い

方
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　
環
境
政
策
課　
☎
23

－

２
１
３
０

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

ペ
ッ
ト
と
豊
か
に
暮
ら
す

避妊・去勢手術を
受けさせましょう !
　手術を受けさせるこ
とで、思いがけない繁
殖を避けることができ
ます。また、病気の予
防や性格がおとなしく
なるなどの効果もあり
ます。
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INFORMATION は申し込み、 は問い合わせ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時　
６
月
18
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時

◉
場
所　
都
城
保
健
所　
※
要
予
約

◉
定
員　
３
人

　
都
城
保
健
所　
☎
23

－

４
５
０
４

児
童
手
当
の
支
給
と
現
況
届
の
提
出

◉
対
象
・
支
給
額

３
歳
未
満

１
万
５
千
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了

前
（
第
１
子
、
第
２
子
）
１
万
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了

前
（
第
３
子
以
降
）

１
万
５
千
円

中
学
生

１
万
円
（
一
律
）

※�

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人
は
、
一
律

５
千
円
。
施
設
入
所
な
ど
の
児
童
は
、

３
歳
未
満
１
万
５
千
円
、
３
歳
以
上
中

学
校
修
了
前
１
万
円
（
一
律
）

◉
支
給
月　
６
月
、
10
月
、
２
月

※�

支
給
日
は
支
給
月
の
10
日
。
金
融
機
関

が
休
業
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
営
業
日

◉
現
況
届　
６
月
中
旬
に
送
付
す
る
現
況

届
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
こ
ど
も
課
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
現
況
届
の
提

出
は
郵
送
の
み

◉
そ
の
他　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い

①
受
給
者
が
市
外
に
転
出
す
る
と
き

②�

受
給
者
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
（
口

座
変
更
）

③
受
給
者
が
子
ど
も
と
別
居
し
た
と
き

④�

受
給
者
が
子
ど
も
を
養
育
し
な
く
な
っ

た
と
き
（
離
婚
な
ど
）

⑤
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

⑥
受
給
者
が
公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き

⑦
子
ど
も
が
出
生
し
た
と
き

⑧
子
ど
も
が
死
亡
し
た
と
き　

⑨
子
ど
も
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き

⑩
子
ど
も
が
施
設
を
退
所
し
た
と
き

⑪
里
親
に
な
っ
た
と
き

　
こ
ど
も
課　
☎
23

－

２
６
８
４

す
こ
や
か
長
寿
祝
金

　
長
寿
を
祝
福
し
敬
意
を
表
す
る
た
め
、

す
こ
や
か
長
寿
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
支

給
方
法
は
、
原
則
口
座
振
込
で
す
。

◉
対
象　
今
年
度
満
90
歳
に
な
り
、
９
月

１
日
現
在
で
市
内
に
３
カ
月
以
上
住
所
を

有
し
て
い
る
人

※�

８
月
31
日
ま
で
に
死
亡
・
転
出
し
た
場

合
は
対
象
外

◉
受
領
方
法　
対
象
者
に
、
請
求
書
を
送

付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し

返
送
く
だ
さ
い
。
提
出
期
間
内
に
返
信
が

な
か
っ
た
場
合
、
９
月
中
旬
以
降
に
福
祉

課
（
水
色
５
番
窓
口
）
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
で
の
受
け
取
り
に
な
り
ま

す◉
振
込
予
定　
９
月
中
旬

◉
支
給
額　
２
万
円

　
７
月
17
日
㈮
ま
で
に
福
祉
課

　
　
　
☎
23

－

３
１
０
２

電
気
を
安
全
に
使
用
く
だ
さ
い

　
電
気
の
使
用
方
法
を
誤
る
と
、
感
電
や

火
災
な
ど
の
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
電
気
を
使
用
す
る
際
は
、

次
の
点
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・�

日
頃
プ
ラ
グ
を
抜
か
な
い
電
気
製
品
は
、

プ
ラ
グ
を
定
期
的
に
抜
き
、
コ
ン
セ
ン

ト
の
点
検
や
清
掃
を
行
う

・�

発
火
に
つ
な
が
る
危
険
な
タ
コ
足
配
線

を
使
用
し
な
い

・
濡
れ
た
手
で
電
気
製
品
に
触
ら
な
い

・�

プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
に
コ
ー
ド
を
引
っ

張
ら
な
い

・
コ
ー
ド
は
束
ね
た
ま
ま
使
用
し
な
い

　
な
ど

　
九
州
電
気
保
安
協
会

　
　
☎
０
９
２

－

４
３
１

－

６
７
０
１

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
都
城
５
月
号
２
ペ
ー
ジ
の
「
古
代

人
の
暮
ら
し
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」
の
遺

跡
名
と
土ど

錘す
い

の
補
足
説
明
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
、
遺
跡
名
：
柵か

ら
み

田だ

第

１
遺
跡
、
土
錘
の
補
足
説
明
：（
重
り
）

と
な
り
ま
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
秘
書
広
報
課　
☎
23

－

３
１
７
４

休日急病診療機関
◦診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで
◎みやざき医療ナビも利用ください
月日 医療機関名 電話番号

6/21
㈰

志々目医院（内・小） 57-2004
坂元医院（内・胃） 22-0360
佐々木医院（内） 62-1103
柳田病院（脳・外） 22-4862
きたむら皮膚科クリニック（皮・ｱﾚ） 38-7300
丸田病院（産・婦） 23-7060
やすひさ歯科医院 39-5900

6/28
㈰

沖水こどもクリニック 27-5656
ゆうクリニック（内） 46-6100
瀬ノ口内科放射線科医院（内） 25-7780
吉見クリニック（外・整・内） 58-5633
酒井皮膚科医院 25-5322
小山田眼科医院 22-0710
はた歯科医院 22-3005

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局
6/21 ㈰ かじや牟田町、東町、エイト、

ケーアイ吉尾
6/28 ㈰ 沖水、そうごう都原、グリーン、

きたはら、セイシェル都城

みやざき医療ナビ

相
　
談

お
知
ら
せ

Miyakonojo City Public Relations 2020.6
市役所の開庁時間　平日 8：30～17：15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19：00まで開設21



　
市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
（
名
簿
）」
を

作
成
し
、
自
治
公
民
館
や
、
自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
消
防
団
、
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
避
難
支
援
の
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

の
命
を
守
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課　
☎
23

－

２
９
８
０

災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
、
発
生
の
恐

れ
の
あ
る
と
き
に
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
は
、

避
難
情
報
の
伝
達
や
避
難
所
へ
の
誘
導
な

ど
の
支
援
が
必
要
で
す
。

名
簿
登
録
の
対
象
と
な
る
人

　

次
の
①
～
⑧
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、

災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、

家
族
の
支
援
だ
け
で
は
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
ま
た
は
、
家
族
な
ど
の
支
援

を
受
け
ら
れ
な
い
在
宅
の
人

①
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
人

②
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯

③
要
介
護
度
３
以
上
の
人

④�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
１

級
・
２
級
の
肢
体
障
が
い
、
視
覚
障
が

い
ま
た
は
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人

⑤
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

⑥�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

⑦�

難
病
患
者
の
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

⑧�

①
～
⑦
に
準
じ
る
状
態
で
、
自
ら
登
録

を
申
し
出
た
人

調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

支
援
の
必
要
な
人
を
正
確
に
把
握
す
る

た
め
、
市
で
は
、
名
簿
を
毎
年
更
新
し
て

い
ま
す
。
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に

「
名
簿
登
録
調
査
票
」を
８
月
末
ま
で
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

返
送
く
だ
さ
い
。

【
留
意
事
項
】

●�

調
査
票
が
届
か
な
か
っ
た
人
も
登
録
で

き
ま
す

●�

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
も
、
災
害
時
の
支

援
が
保
障
さ

れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ

ん

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
の

名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す

豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
が
自
慢

運
行
を
開
始
し
て
５
年
目
を
迎
え
た
本

サ
ー
ビ
ス
は
、
魚
や
肉
、
総
菜
な
ど
の
食

料
品
か
ら
日
用
品
ま
で
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え

が
自
慢
。
ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
や
粗

品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
利
用
者
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
扱
い
が
な
い

商
品
も
、
注
文
に
よ
り
購
入
で
き
ま
す
。

地
域
の
要
望
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

巡
回
日
な
ど
詳
し
く
は
商
工
政
策
課
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
運
行
地

域
に
住
ん
で
い
る
人
で
巡
回
場
所
な
ど
の

要
望
が
あ
る
場
合
は
、
自
治
公
民
館
長
に

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
あ
い
も
こ
い
も
号
（
㈱
な
が
や
ま
）

【
運
行
地
区
】

　

西
岳
地
区
、
庄
内
地
区
、
山
田
地
区
、

志
和
池
地
区

【
運
行
曜
日
】
毎
週
月
～
土
曜
日

◎
げ
ん
き
カ
ー
（
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協

み
や
ざ
き
）

【
運
行
地
区
】

山
之
口
地
区
、
高
城
地
区

【
運
行
曜
日
】
毎
週
月
～
金
曜
日

◎
な
か
ん
号
（
個
人
運
行
）

【
運
行
地
区
】

中
郷
地
区
、
五
十
市
地
区
（
今
町
・
大
岩

田
町
）、
姫
城
地
区
（
下
長
飯
町
）

【
運
行
曜
日
】　
毎
週
月
～
土
曜
日

事業継続には皆さんの
協力が必要です！
　移動販売車は採算性が悪く、
事業継続の難しい販売形態であ
ると言われています。事業継続
のためにも、運行地域に住んで
いる人は、積極的に活用ください。
また運行地域では、地域開催の
イベントなどで、買い物支援カ
ーの買い物体験も行っています。

買
い
物
支
援
カ
ー
が
買
い
物
の

機
会
と
笑
顔
を
届
け
ま
す

「
店
が
な
い
」「
店
が
遠
い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
日
々
の
生
活
に
必
要
な
食

料
品
や
日
用
品
の
買
い
物
が
難
し
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
そ
の
よ
う

な
地
域
を
移
動
販
売
車
「
買
い
物
支
援
カ
ー
」
で
巡
回
す
る
買
い
物
困
難
者
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
商
工
政
策
課　
☎
23

－

2
9
8
3

広報 都城 令和 2 年 6 月号 22



ご協力ありがとうございました。

※応募者の個人情報は、当選発表と商品発送、
　質問などの回答以外には利用しません

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

このコーナーでは、「わたしの一言」 の中か
ら一部を紹介します。また、 皆さんから寄せら
れた意見を、今後の広報紙に生かしていきます。

10代 ・ 20～30代 ・ 40～50代 ・ 60 代以上

◦あなたの年代は？（〇をつけてください）

◦ 6 月号で特に興味を持ったページのタイトル

◦ 6 月号を読んでのわたしの一言

◦今後、取り扱ってほしい記事

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！

◎
問
い
合
わ
せ　
健
康
課　
☎
23

―

２
７
６
５

７
月
の
巡
回
が
ん
検
診（
要
予
約
）

　
事
前
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話
、

健
康
課
窓
口
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
市
民

◉
日
程
・
場
所

７
／
10
㈮
①
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

７
／
14
㈫
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
／
20
㈪
②
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◉
受
付
時
間　
①
８
時
30
分
～
10
時
30

分
、
②
９
時
～
10
時
30
分

◉
検
診
料　
１
、３
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
和
暦
で
奇
数
年

生
ま
れ
の
女
性

◉
日
程
・
場
所

７
／
２
㈭
①
③
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

７
／
７
㈫
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

④��

中
郷
地
区
公
民
館

７
／
８
㈬
①
Ｊ
Ａ
都
城
南
部
支
所

④
小
松
原
地
区
公
民
館

７
／
18
㈯
②
③
イ
オ
ン
都
城
店（
早
鈴
町
）

◉
受
付
時
間　
①
９
時
～
11
時
30
分
、

②
10
時
～
11
時
30
分
、
③
13
時
～
15
時

30
分
、
④
13
時
30
分
～
16
時

◉
検
診
料　
２
千
円

4

小中学校の全ての教室にエアコンが設置され、
子どもたちや先生が、快適な環境で勉強できるよ
うになり、良かったと思います。

（甲斐元町　セガカラ母さん）

東京2020オリンピック・パラリンピックが来
年に延期になって残念。聖火ランナーに選ばれて
いた別府君、来年、頑張れ！

（郡元町　トクさん）

２月15日の「都城教育の日」記念イベントに参
加。人の風景にも紹介されていた「リオ◇ミント」
のダンスを見て、とても感激しました。これから
も頑張って活躍してほしいです。

（都原町　Ｅ・Ｍさん）

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、プロ野
球の開幕が延期されていますが、柳投手の活躍を
野球少年の息子とともに楽しみにしています。

（五十町　Ｔさん）

健康ひとくちメモ♪健康ひとくちメモ♪

食中毒に特に気を付けたい
時期です！

気温や湿度が
高くなり、食中
毒への注意が特
に必要な季節に
なりました。食中毒は、原因とな
る細菌などが食べ物に付着し、体
内へ侵入することで発生します。
食中毒を防ぐためのポイントは、
細菌を「付けない・増やさない・
やっつける」の３つ。小まめな手
洗いや調理器具の消毒、低温保存
などの温度管理、調理の際の十分
な加熱を心掛けましょう。

嘔
おう

吐
と

や下痢など食中毒かもと
思ったときには、脱水症状を防ぐ
ために水分をしっかり補給し、早
めに医師の診断を受けましょう。

vol.1



Vol.
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豊
か
な
人
間
性
と
知
性
を
兼
ね
備
え

た
有
能
な
看
護
師
を
育
成
し
、
地
域
保

健
医
療
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
32
年
前
に
開
設
さ
れ
た
同
校
。

外
部
講
師
に
よ
る
特
別
講
演
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
海
外
研
修
な
ど
を
通

し
て
視
野
を
広
げ
、
協
調
性
を
養
う
と

と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
る
能
力
が
身

に
付
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
豊

か
な
自
然
と
最

新
の
設
備
、
経

験
豊
富
な
講
師

ら
が
顔
を
そ
ろ

え
て
い
て
、
思
う
存
分
、
勉
学
に
励
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

北
條
愛あ

い
り莉

さ
ん
（
３
年
・
都
原
町
出

身
）
は
「
幼
い
頃
か
ら
看
護
師
に
な
る

こ
と
が
夢
だ
っ
た
。
本
学
で
学
ん
だ
知

識
や
経
験
を
生
か
し
、
地
域
医
療
に
貢

献
で
き
る
立
派
な
看
護
師
を
目
指
し
て

い
る
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

大
村
絢あ

や
ね音
さ
ん
（
３
年
・
三
股
町
樺

山
出
身
）
は
「
臨
地
実
習
で
看
護
師

の
役
割
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
。
一
人
一
人
の
患
者
様
や
ご
家
族
に
、

し
っ
か
り
と
寄
り
添
い
、
心
遣
い
が
で

き
る
看
護
師
に
な
り
た
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
ま
す
。

篠
原
有
三
学
校
長
は
「
幅
広
い
視
野

を
持
っ
た
医
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に

な
る
た
め
に
は
、
一
生
勉
強
が
必
要
。

夢
を
か
な
え
る
た
め
に
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
力
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

都
城
の
高
等
教
育
機
関
を
紹
介

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム

付
属
医
療
専
門
学
校

　
☎
52

－

６
9
2
1

◦
取
得
で
き
る
資
格

　
看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

実習の様子

【いっせいのうなぎのかば焼き　５組】
商品提供事業者

プレゼントの応募方法
はがきに住所、氏名、電話番号と、6月号を読んだ
感想などを書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。
◎応募締め切り　6月30日㈫　当日消印有効
◎当選者発表　本紙 8月号
◎ 4月号当選者　横山郁男さん　他 4人
◎ 4月号応募総数　32通

旬
しゅんかんしゅぜん

感酒膳いっせい（乙房町 3385-7-2） ☎37-3360
　さばきから火入れまで独自の手法でふっくら仕上
げたこだわりの宮崎県産うなぎを、骨からだしを取
るいっせい特製タレとセットでプレゼント。同店で
飲食する際は、一味違う食べ方が楽しめます。

※読者プレゼントの寄付事業者を募集しています。
　詳細は、秘書広報課まで問い合わせください

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

POST CARD

8 8 5 8 5 5 5

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

63円切手を
お貼りください

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  Vol.174  2020年 6 月号）



歴
史
探
訪

ぼ
ん
ち
く
ん
と

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
宿
泊
関
係
書
類

本
史
料
は
、
昭
和
48
年
（
1
9
7
3
）

４
月
に
、
昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
、
都

城
島
津
邸
に
宿
泊
さ
れ
た
と
き
の
関
係
書

類
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

１
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
っ
た
両
陛
下
の

受
け
入
れ
準
備
や
、
調
度
品
の
リ
ス
ト
、

当
日
の
人
員
配
置
な
ど
を
協
議
し
た
内
容

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
城
島
津
邸
で
は
、
史
料
の
中
か
ら
、

宿
泊
さ
れ
た
と
き
の
夕
食
と
、
翌
日
の
朝

食
の
献
立
案
を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

献
立
が
決
定
す
る
ま
で
、宮
内
庁
や
県
、

調
理
人
ら
の
間
で
何
度
も
議
論
が
行
わ
れ
、

夕
食
の
焼
物
は
、「
伊
勢
海
老
の
黄
金
焼
」

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
煮
物
の
「
薩
摩

し
ゅ
ん
か
ん
」
で
は
、
猪
肉
を
具
材
と
す

る
か
議
論
さ
れ
、
最
終
的
に
は
豚
肉
が
使

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
史
料
か
ら
、
両
陛
下
を
受
け
入
れ

る
た
め
に
綿
密
な

準
備
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
や
、
当

時
の
お
も
て
な
し

料
理
の
内
容
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

土ど

角か
く
遺
跡
の
竪
穴
住
居

山
之
口
町
富
吉
の
花は

な
の
き木

川
右
岸
の
河か

岸が
ん
段だ

ん
丘き

ゅ
う

上じ
ょ
う

に
あ
る
土
角
遺
跡
は
、
市
道

建
設
の
際
に
発
見
さ
れ
、
平
成
29
年
に

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
調
査
で
、
５
棟
の
竪
穴
住
居
が
見

つ
か
り
、
中
か
ら
多
数
の
弥
生
土
器
が

出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
約
１
８
０
０
年

前
、
弥
生
時
代
後
期
の
集
落
跡
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

出
土
し
た
土
器
を
調
査
し
た
結
果
、

中
央
に
大
型
の
壺つ

ぼ
、
そ
の
周
囲
に
小
型

の
壺
や
甕か

め
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、

市
内
の
同
時
期
の
遺
跡
で
も
確
認
さ
れ

て
い
て
、
祭さ

い
し祀
の
た
め
に
使
用
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
石
製
の
矢
尻
や
、
砥と

石い
し

な
ど
の
石
器
も
出
土
し
て
い
て
、
当
時

の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
都
城
島
津
邸　
☎
23

―

２
１
1
6

　
文
化
財
課　
☎
23

―

9
5
4
7

3カ国を結ぶ「交流の桜」
4 月上旬、母智丘公園近くのくまそ広場で、私たち
国際化推進室のメンバーが春の恒例行事としている
「友好交流都市記念植樹」の支柱の掃除を行いました。
記念植樹は、都城市がモンゴル国のウランバートル市
および中国の重

じゅう
慶
けい
市江

こう
津
しん
区と、友好交流都市締結10

周年を迎えた際に、三都市の代表が「友好の木」として、
品種の違う 3本の桜の苗木を植樹したものです。3本
の桜は、開花の時期が少しずつ違うため、それぞれの
開花に合わせて、訪れた皆さんに「友好の木」に咲く
桜の花を楽しんでもらえたらうれしく思います。
植樹から10年経過した「友好の木」は、みんなちゃ
んと大きく育っています。

◎問い合わせ　国際化推進室　☎ 23-2295

ツァガーンダリーン・エンフジャルガル（1960～）
は、モンゴルを代表する画家の 1人で、モンゴル
美術大学で学びました。2002年に、都城市立美術
館ほか全国を巡回したモンゴル近代絵画展に作品
が展示され、作家本人も本市を訪れました。
この作品は、1990年代に民主化したモンゴルを
テーマにドレス姿の女性、無表情の子どもや青年、
独り歩く男性など、さまざまな人物を四方から伸
びる手足と絡み合うように描写。街の上を雲のよ
うに漂うこれらの群像は、自由と引き換えに激し
く変動する社会の中で、誰もが「さすらい人」と
して生きていることを訴えかけています。

◎問い合わせ　市立美術館　☎ 25-1447

記念植樹の支柱を掃除する銭さん

銭
せん

　慧
けい

文
ぶん

さん
（中国） vol.9

vol.26

「さすらい人
びと
」（2002年 )

エンフジャルガル作（キャンバス・油彩）

土角遺跡

Miyakonojo City Public Relations 2020.625



◉問い合わせ　市立図書館　☎22-0239
　　　　　　　高城図書館　☎58-4224

中 心 市 街 地
中 核 施 設

Mallmall 内のまちなか交流センターにある「まちなかキッ
チン」。モニターや音響設備も整っていて、本格的な料理教室
から、友だち同士での調理体験まで、誰でも利用することがで
きます。
また、多種多様な調理器具や食器類もそろっていて、材料や
調味料を持ち寄るだけで気軽に調理ができ、実食も楽しめます。
隣には託児などにも使える会議室がありますので、子ども連れ
にも便利です。

すてきなキッチ
ンで、楽しく調理
をしてみませんか。
詳しくは、まちな
か交流センターに
問い合わせくださ
い。
◎問い合わせ

☎ 21-6121

充実した設備と広いスペースの「まちなかキッチン」

▪貸出時間　　9 時～ 22時
▪収容人数　　16人
▪ 1 時間当たりの利用料金 ( 税別 ) 
【営利目的】　 9 時～17時　2,500円
　　　　　　17時～22時　3,000円
【共益での利用】　 9 時～17時　1,100円
　　　　　　　　17時～22時　1,500円
【営利目的以外での利用】
　 9 時～17時　400円
　17時～22時　500円※空調や水道、ガス代は施設料金に含まれます

市 立 図 書 館 ◦休館日／6月 2日（施設点検のため）
	 ◦開館時間／ 9：00～21：00

高 城 図 書 館  ◦休館日／6月2日・9日・16日・21日・
	 　23日・30日、7月 7日・14日
	 ◦開館時間／ 9：30～18：00

普段何気なく使っている「ことば」の成
り立ちを知っていますか。ことばを知る、
楽しむ本を紹介します。

日本語を作った男
－上田万年とその時代－

山口謠
よう
司
じ
（著）　集英社インターナ

ショナル（出版）
普段何気なく話す「日本語」は、

明治時代後半の 1900年ごろに作られた「標準語」
だった！近代日本語の成立に大きな影響を及ぼした
国語学者・上田万年の生涯を描いています。

はやくちことばのさん
ぽみち
広野多珂子（絵）　平田昌広（文）　
アリス館（出版）
　おとうさんとふたりで、おさんぽ

してたらみつけたよ。「むらさきかたばみ　おおき
ばなかたばみ　ただのかたばみ」…。早口言葉で身
近な自然がよく分かる絵本です。

振仮名の歴史
今野真二（著）　岩波書店（出版）
　日本語表現の最強なサポーター・
振仮名にスポットを当てた初の解説
書。「日本書紀」の読み下しから夏

目漱石の直筆原稿、漫画の吹き出しまで、縦横無尽
に振仮名を分析しています。
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新型コロナウイルス感染拡大により、広
報紙作成の現場も影響を受けています。突
然、記事の取り下げが生じたり、取材予定
のイベントが軒並み中止になったり、今ま

での紙面構成が飛んでしまうことも多々。まさに胆力
が養われます。そんな中、励みになるのは皆さんから
のお便り。情報が役に立ったことや掲載写真への感想
など、どの内容に触れてもらっても、その反応に感謝
の気持ちが込み上げてきます。さまざまな声に感謝し
ながら、広報紙の充実にまい進していきます。（裕）

令和２年 5 月１日現在 前月比 前年比
世帯数 71,370世帯 （393）  （450）

人口総数 160,373人 （448） (-764)
男　性 75,456人 （308）（-273）
女　性 84,917人 （140）（-491）

※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

都 城 市 現 住 人 口

市 の 提 供 番 組 紹 介

スマートフォン
からも市政情報を
確認できます。

◎問い合わせ　☎23-2542

テレビ番組の案内
▪MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイド FM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
▪シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
　「インフォメーション M」毎週月～金曜日
　9：50～9：55、15：55～16：00（再）

テレビ番組の案内
◆BTVケーブルテレビ（デジタル 111ch）
　「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～ ②11：50 ～ ③16：50 ～
④20：50 ～ ⑤22：50 ～

タイトル：「一人一人が一票を大切に」
　今回は、令和元年度明るい選挙啓発４コマ漫画
小学生の部で、最優秀賞を受賞した「増田 悠衣さ
ん（当時志和池小 6 年）」の作品を紹介します。

◎問い合わせ
　選挙管理委員会事務局　☎23-7864

移住・定住サポートセンター移住・定住サポートセンター
(令和２年４月１日開設 )(令和２年４月１日開設 )

私たちが移住・定住をサポートしています！
市では、平成25年度から本格的な移住施策に取り組
んでいて、市への移住相談や移住者は毎年増えていま
す。今回、移住相談などの対応のさらなる充実ととも
に、相談後のアフターフォローなど移住を希望する人
に寄り添った手厚い支援ができるよう、市役所本館地
下１階に「移住・定住サポートセンター」を開設しま
した。

【主な支援業務】
◉移住や定住についての相談全般
・�雇用コーディネーターによる、移住に伴う就職先の
相談
・�お試し滞在制度（移住・定住の検討を目的に市内を
訪れる人に対し、宿泊費やレンタカー代の一部を助
成）
・�転職応援補助金（地元企業への転職に伴う、引っ越
し代金や家賃の一部を助成）　　など

※詳しくは、同センターへ問い合わせください

NPOのイベント情報
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントが
やむを得ず中止または延期になる場合があります。
参加を予定している人は、主催者に開催の有無を必ず
確認ください。

終活・相続無料相談会　※要予約
◦日時　6/6 ㈯　10時～ 17時
◦場所　ライフサポートセンターHAPPY終活案内所（中町 17-14）
ライフサポートセンターHAPPY（八反田）　☎090-2855-0482

シエロコモ！　シニア対象運動トレーニング＆レクリエーション　※要予約
◦日時　6/11 ㈭・25㈭、7/2 ㈭　10時～11時
◦場所　ウエルネス交流プラザ
都城スポーツクラブシエロ（水久保）　☎ 090-8407-0406

田舎暮らしを愉しむ講座（梅・らっきょう漬）　※要予約
◦日時　6/19 ㈮・20㈯　10時～13時
◦場所　がまこう庵 (吉之元町 5186)
手仕事舎そうあい（蒲生）　☎ 37-0002

特に２コマ目は、読む人を飽きさせない表現で、
一票の大切さがうまく描かれています。
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新しい生活様式

ぼんちくんからのお願いぼんちくんからのお願い

新型コロナウイルス

せっけんで丁寧に！

密接密集密閉
ムンムン ガヤガヤギュウギュウ

感染を防ごう！感染を防ごう！
手洗いの
徹底
手洗いの
徹底

まずは広めない！

咳エチケットの
徹底

咳エチケットの
徹底マスクがない場合は

ハンカチや袖で
口を覆う

そで

3つの「密」に
注意

みつ

3つの「密」に
注意

みつ

密閉・密集・密接に注意！

高熱や咳、ひどいだるさなど気になる症状がある
ときは、心配し過ぎないで、まずは落ち着いて、
電話でかかりつけ医に相談してね。
冷蔵庫など、普段目に付く場所に貼ってね！
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